
平成１６年度１２月補正予算の概要

１．基本的な考え方
、 、本年度 本県に大きな被害をもたらした台風等の災害復旧を図るとともに

厳しい雇用情勢や国基金事業の終了等を踏まえ、引き続き県独自の雇用創出

事業を展開するため、必要な対策を実施する。

２．補正項目
○災害復旧・災害関連経費

・災害復旧費 ２１６百万円

（公共土木施設、農林水産業施設、公立文教施設、警察施設、その他県有施設）

・災害関連費 １３１百万円（急傾斜、地すべり、調査設計）

・維持補修費 ２０１百万円（道路、河川）

一 般 会 計 ５４１百万円

臨港地域整備特別会計 ７百万円

○雇用対策・建設産業対策関連経費

・ふるさと雇用創出基金事業費 ５００百万円

県下の雇用情勢や国基金事業の終了等を踏まえ、県独自の雇用創出事業を実施

するため県単基金を積み増し（事業期間：Ｈ１５～Ｈ１７ → Ｈ１８まで延長）

(H15当初造成額) H16末見込み 今回造成額 合 計

(１０億円) ６億円 ５億円 １１億円

○債務負担行為の設定

・追加分 １２億円、変更分 １億円

○繰越明許費の設定

・平成１６年度から平成１７年度への繰越限度額の設定。

農林水産部 ７億円、土木部 １０１億円

３．一般会計補正予算の規模
（単位：百万円、％）

区分 平成１６年度 平成１５年度 前年同期

現計予算額 １２月補正額 補正後予算額 A １２月補正後 B 比 A/B

総額 ６０４，４２６ １，０４１ ６０５，４６７ ６３８，６７０ ９４．８


